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「お母さんのギョウザ」って・・・ 

６月３０日(水)、６月生まれの子の誕生会が行われま

した。６月生まれの子は、年長組の男の子一人です。 

みんなで「たん たん たん たん 誕生日・・・」

と歌をうたって、お祝いをしました。 

そのあと進行係の先生が、誕生日を迎えたその子に

事前に質問しておいたことを紹介してくれました。 

その中に「好きな食べ物は何ですか。」という質問が

ありました。その質問に対して、その男の子は「お母

さんのギョウザです。」と答えました。 

この答えを聞いていた子どもたちは「『お母さんのギョウザ』ってどんなギョウザなんだろう。

大きいのかな・・・、お肉がいっぱい入っているのかな・・・、どんな味なんだろう・・・。」な

どともう頭の中はギョウザのことでいっぱいです。それはもう大人も同じです。 

当たり前のことですが、「ギョウザ」という言葉を知っている子は、今、目の前に本物のギョウ

ザがなくてもギョウザを想像することができます。「お母さん」という言葉で、もうすぐ迎えに来

るお母さんを思うことができます。目の前にない遠くにあるもの、不在のものを考えることができ

るのが、「言葉の力」です。子どもたちには、たくさん言葉を覚えて、いろんなことを自分で考え

るようになってほしいな、そんなことを思いました。 

毎月行われている誕生会ですが、毎回子どもたちの素敵な「言葉」に出会うことができて、本当

に楽しくなります。 

第２回こぐまの会 

６月２５日(金)、今年度２回目の「こぐまの会」が行われました。今回は「幼稚園の子どもたち

とあそぼう」です。年長組の子どもたちが、楽しい遊びを準備してくれました。１２組の子どもと

お母さんが参加しました。「ひげじいさん」や「むすんでひらいて」の手遊び歌をうたい、「エビカ

ニクス」をみんなで踊りました。そして、年長組の子どもたちが作ったチューリップの首飾りをか

けてもらい、最後は年長組の子どもたちがつくったアーチをくぐって帰りました。こぐまの会の子

どもたちもお母さんたちもとても喜んでいました。 

年長組の子どもたちも、いっしょうけんめい準備をして、こぐまの会の小さな子どもたちを優し

く世話しました。男の子が、「なかなか僕の言うこと、聞いてく

れないんだよな。」と言いながらも、いっしょうけんめい面倒を

みていました。年長組の子どもたちは「ぼくにも、あんな小さな

時があったのかな・・・。」と思ったかもしれません。年長組の

子どもたちにとっても良い経験になったこぐまの会でした。 

次回は７月１３日(火)、「絵の具遊び」の予定です。知り合い

の方に、ぜひ参加してくださるよう声をかけてください。 


